
10月 ８月

１
〜
２
日　

ベ
ト
ナ
ム
の
防
災
教
育
行
政
担
当
者
ら
が
当
市
を
訪
問

４
日　

お
か
げ
ん
祭
市
民
花
火
大
会

５
〜
７
日　

丹
原
七
夕
夏
ま
つ
り

８
〜
９
日　

子
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ

８
日　

12
歳
教
育
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
「
森
は
と
も
だ
ち
」
推
進

　
　

事
業
で
、
市
内
各
中
学
校
の
代
表
生
徒
が
研
修

12
日　

荒
賀
正
孝
空
手
道
教
室

９
〜
12
日　

大
保
木
・
壬
生
川
公
民
館
で
福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
を
招

　
　

い
て
思
い
出
作
り

17
日　

市
民
納
涼
花
火
大
会

19
日　

２
０
１
２
夏
彩
祭
in
壬
生
川

19
日　

総
合
防
災
訓
練
（
東
消
防
署
管
内
）

25
日　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
競
技
力
向
上
講
習
会

25
日　

伊
藤
五
百
亀
顕
彰
講
演
会

26
日　

総
合
防
災
訓
練
（
西
消
防
署
管
内
）

27
日
〜
９
日
２
日　

防
災
教
育
支
援
の
た
め
、
当
市
消
防
団
員
や
防
災

　
　

士
な
ど
が
フ
エ
市
を
訪
問

27
日
〜
31
日　

第
16
回
地
域
審
議
会
（
各
地
域
別
）
開
催

１
日　

西
条
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
正
式
に
運
用
開
始

１
日　

東
消
防
署
橘
出
張
所
開
設

１
日
〜　

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
西
条
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
掲
出

８
日　

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
硬
式
野
球
教
室

12
日　

湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
in
さ
い
じ
ょ
う
に
秋
篠
宮
さ

　
　

ま
ご
臨
席

14
日　

ぽ
っ
ぽ
橋
（
市
道
・
伊
予
西
条
駅
自
由
通
路
南
北
線
）
開
通

21
日　

第
11
回
西
条
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

27
〜
28
日　

第
64
回
西
条
地
域
文
化
祭

28
日　

第
７
回
西
条
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

28
日　

関
西
国
際
空
港
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
フ
ェ
ス

　
　

タ
に
お
い
て
西
条
の
特
産
品
を
P
R
販
売

29
日　

四
国
に
お
け
る
フ
ェ
リ
ー
輸
送
の
競
争
力
強
化
に
関
す
る
検
討

　
　

会

12月

１
日　

モ
ハ
マ
ド
・
イ
ズ
ワ
ン
・
ビ
ン
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
バ
ド
ミ
ン
ト

　
　

ン
教
室

２
日　

丹
原
町
産
業
ま
つ
り

３
日
〜　

市
関
連
施
設
で
冬
季
節
電
対
策
を
実
施

９
日　

宮
崎
正
裕
剣
道
教
室

22
日　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
競
技
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

23
日　

ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
石
鎚

11月

２
日　

田
滝
集
落
が
平
成
24
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
農
林

　
　

水
産
大
臣
賞
を
受
賞

３
日　

岡
田
克
也
副
総
理（
当
時
）が「
西
条
農
業
革
新
都
市
」を
視
察

３
日　

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い
（
西
条
会
場
）

３
〜
４
日　

第
32
回
東
予
地
域
文
化
祭

４
日　

東
予
地
区
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り

４
日　

全
国
高
校
駅
伝
愛
媛
県
予
選

４
日　

第
８
回
西
条
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

10
日　

西
条
図
書
館
の
来
館
者
１
５
０
万
人
達
成

10
〜
11
日　

第
55
回
西
条
市
産
業
祭

10
〜
11
日　

第
33
回
小
松
地
域
文
化
祭

15
日　

神
拝
小
学
校
が
学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

18
日　

西
条
市
長
選
挙

23
日　

「
椿
」
・
千
年
の
森
づ
く
り
植
樹

23
日　

愛
媛
中
学
駅
伝

25
日　

髙
野
進
陸
上
競
技
教
室

25
日　

西
条
市
民
元
気
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

26
日　

小
松
・
石
根
・
飯
岡
・
神
戸
の
各
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
し

　
　

た
、
髙
野
進
氏
の
授
業
夢
プ
ラ
ン
事
業
を
実
施

28
日　

青
野
勝
市
長
初
登
庁
・
就
任
式

28
日　

十
河
信
二
記
念
館
・
四
国
鉄
道
文
化
館
開
館
５
周
年
記
念
シ
ン

　
　

ポ
ジ
ウ
ム
・
企
画
展
示

29
日　

地
域
審
議
会
合
同
会
議

16
日　

第
38
回
西
条
市
研
修
の
船
で
小
中
学
生
が
海
上
見
学

24
日　

中
国
・
上
海
交
通
大
学
が
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」
を
視
察

26
日　

第
１
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
24
年
度
）

27
日　

香
川
高
等
専
門
学
校
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

27
日　

西
条
市
防
災
対
策
研
究
協
議
会
を
設
立

28
〜
29
日　

小
松
町
ふ
る
さ
と
祭
り

29
日　

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
西
条

29
日　

防
災
士
連
絡
協
議
会
総
会
・
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
24
年
度
）

30
日
〜
８
日
５
日　

松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
で
だ
ん
じ
り
２
台
展
示
・

　
　

物
産
展
開
催

31
日　

市
内
各
所
で
空
間
放
射
線
量
測
定
を
開
始

７月

２
日　

第
８
回
市
民
総
合
体
育
大
会

９
日　

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い
（
丹
原
会
場
）
で
人
権
啓
発
劇

　
　

「
出
発
（
た
び
だ
ち
）
」
を
上
演

19
日　

西
条
警
察
署
、
西
条
西
警
察
署
、
市
内
高
校
、
市
教
育
委
員
会

　
　

が
「
さ
い
じ
ょ
う
児
童
・
生
徒
及
び
西
条
地
区
五
高
校
の
生
徒
に

　
　

か
か
る
自
転
車
の
交
通
違
反
情
報
学
校
連
絡
制
度
協
定
」
締
結

22
日　

窪
田
夕
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

23
日　

大
阪
・
心
斎
橋
で
え
ひ
め
西
条
物
産
・
観
光
フ
ェ
ア

25
日　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
四
国
本
部
と
業
務
連
携
・
協
力
に
関

　
　

す
る
覚
書
を
締
結

28
日　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
佐
田
玲
子
氏
を
講
師
に
西
条
市
文

　
　

化
講
演
会
開
催

９月

▲総合防災訓練
　　　　　（東消防署管内：８月19日　西消防署管内：８月26日）
　東南海・南海地震の発生を想定した市民参加型の総合防災訓練
として実施し、西条北中学校区・東予東中学校区の全住民を対象
とした避難訓練の後、各中学校に参集した代表者の皆さんは、残
暑の厳しい日差しのなか救出搬送や応急救護・初期消火・土のう
づくりなどの実践的な訓練に真剣に取り組んでいました。

▲西条市防災対策研究
　協議会を設立
　　　　　　　（７月27日）
　東南海・南海地震などに
備えて、地域特性を反映し
た新たな防災・減災対策を
検討し、災害に強いまちづ
くりに取り組むために、防
災・減災対策の研究者およ
び関連機関の関係者で構成
する「西条市防災対策研究
協議会」を設立。

▲丹原七夕夏まつり
　　　　（８月５～７日）
　趣向を凝らした七夕飾り
が、約１㎞に及ぶ商店街を
彩る丹原七夕夏まつり。
　華麗な笹飾りが続く様は、
息をのむほどの美しさです。
そのアーチの下では、地元
の人々による盆踊りや、遠
路駆け付けた吉野連の皆さ
んの阿波踊りが、途切れる
ことなく続いていました。

▲小松町ふるさと祭り
　　　　　（７月28～29日）
　例年をしのぐ多くの人で
にぎわった小松町ふるさと
祭り。天候にも恵まれ、大
名行列や小松音頭、ダンス
小松囃子KOMATSU-BAYASHI
では、中町・駅前通りは人
の波で埋め尽くされていま
した。

▲ 2012夏彩祭in壬生川
　　　　　　　（８月19日）
　新地通り商店街で開催。
実施される楽しいイベント
のなかでも、もっともみん
なが楽しみにしているのが
ダンス夏彩祭コンテスト。
それぞれの踊り連が趣向を
凝らした衣装とパフォーマ
ンスを競いました。

▲東予地区米まつり・魚まつり
　　　　　　　　　（11月４日）
　恒例の餅まきや米を炊く良い匂い
の試食コーナーのほかに、トラ箱で
の鮮魚販売やじゃこ天・餅の実演販
売、震災被災地の福島県産りんごの
販売なども行われました。

▲第７回西条獅子舞
　フェスティバル
　　　　　　（10月28日）
　市内の８つの団体にゲス
トの４団体が加わり、軽快
な太鼓のリズムにのって華
麗な舞いが披露されました。

▲えひめ
　西条物産・観光フェア
　　　　　　　　　（９月23日）
　大阪の中心地「心斎橋」で、西条
の地酒を中心に多彩で豊かな食材と
石鎚山や祭りなど、西条の魅力をア
ピールしました。

▲窪田夕子バスケット
　ボール教室
　　　　　（９月22日）
　元全日本代表の窪田先生
に指導を受けられるこの教
室。参加した小学生たちは
真剣に取り組んでいました。

▲青野勝市長初登庁・就任式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月28日）
　西条市長として初めて、西条市役所に登庁しました。
　正面玄関では、新市長を出迎えた多くの市民の皆さんと職員か
ら花束を受け取り、市長として初めてのあいさつを行いました。
　その後、就任式において職員に市長としての考えや思い、市職
員としてのあり方などを熱く語りました。

▲東消防署橘出張所
　開設
　　　　　　　（10月１日）
　東消防署飯岡出張所と西
消防署小松出張所の中間地
点に位置するこの施設によ
り、東消防署、西消防署の
救急隊を合わせ、常時５隊
の救急隊が出動できる体制
となり、市内の救急事案に
より迅速で効果的な対応が
可能となっています。

▲湧水保全フォーラム
　全国大会inさいじょう
　に秋篠宮さまご臨席
　　　　　　　（10月12日）
　石鎚山系からの伏流水が
自噴する西条市の湧水は、
市民生活に欠くことのでき
ない命の水であり、まちの
象徴となっています。全国
各地の湧水保全活動に学び
未来のために何が必要かを
考える機会となりました。

▲ぽっぽ橋（伊予西条
　駅自由通路南北線）
　開通
　　　　　　　（10月14日）
　この橋の開通による市街
地の回遊性向上だけでなく、
国道11号とアクセスする市
道と合わせて、賑わいのス
ペースとして駅南広場の整
備を進めています。

▲岡田克也副総理（当時）
「西条農業革新都市」
　を視察
　　　　　　　（11月３日）
　岡田副総理はサンライズ
ファーム西条のほ場で栽培
担当の方などに声をかけて
意見交換をされたほか、レ
タスと西条特産の太秋柿を
口にされました。
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